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承認

平成29年度
決算認定

90
項
目
の
意
見
を
付
し
て

　
　
　
　
全
会
一
致
で
承
認

3
日
間
に
わ
た
り
決
算
認
定
特
別
委
員
会
を
開
催

し
、29
年
度
決
算
に
つ
い
て
各
委
員
か
ら
の
意
見
を

集
約
。

各
委
員
が
決
算
や
事
業
内
容
を
チ
ェッ
ク

議
会
か
ら
の
要
望
書
を
定
本
町
長
へ
提
出

決
算
認
定
特
別
委
員
会
か
ら
の
報
告
書
を
基
に
ま

と
め
た
議
会
か
ら
の
要
望
書
を
貝
阿
彌
議
長
、
松
島

啓
副
議
長
か
ら
定
本
町
長
へ
提
出
。

決
算
認
定
特
別
委
員
会
の
報
告
書
を

貝
阿
彌
議
長
へ
提
出

決
算
審
査
に
お
い
て
各
議
員
か
ら
出
さ
れ
た
指
摘

事
項
90
項
目
を
ま
と
め
た
報
告
書
を
松
田
委
員
長
、

松
島
幸
一
副
委
員
長
か
ら
貝
阿
彌
議
長
へ
提
出
。

決
　
算
　
審
　
議
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員
会
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報
告
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例
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



3 みさき

決算認定特別委員会
町の前年度決算について認定審査を行うために設置される委員会です。
委員長／松田英二　副委員長／松島幸一　ほか全議員を委員とする14人で審査しています。

PDCAサイクル
による業務

適正な人員配置計画

合併特例債の活用

介護保険事業の検証

滞納整理の実施

予算の計画、事業の実施、決算
のチェック、改善への予算要求と
いうPDCAサイクルを設定し、全
職員に意識を持たせること。

職務の効率化を図り、適正な人員
配置に努めること。特に専門的知
識を持つ職員の採用・育成には
十分に配慮すること。

５年間延長される合併特例債を
活用し、庁舎の防災機能強化など
の広範囲にわたる協議を早急に
進めること。

さらなる介護保険料の抑制につ
なげるため、第６期事業の検証を
行い、それを第７期計画に生かす
こと。

滞納整理の主体を徴収対策室が
担い、職員による直接訪問も含め
た納付相談を行い、未収金の解消
を行うこと。

全体総括意見を付す！
本会議での委員長報告において指摘した、特に付しておくべき全体総括意見は以下の通りです。

⃝９月定例会：前年度決算を審査・認定

⃝議会からの指摘・意見をとりまとめ
⃝来年度予算などへの要望書を提出

⃝３月定例会：来年度予算案を審議・承認

決算認定特別委員会では、決算状況や事業内容をチェックし、「来年
度予算にどう反映させるか」という視点で審査を行いました。

意見

意見

意見

意見

意見

水道有収率の改善

精度の高い漏水調査や配水池な
ど機械設備の総点検を実施し、有
収率の平均を９０％以上に向上さ
せること。

意見規範意識の徹底

予算・条例・要綱などに沿った
対応が行われているかを確認す
る体制や規範意識の徹底を行う
体制を全職員で構築すること。

意見

義務教育学校
丁寧な説明を

具体策を早期に議会に示した上
で執行部・教育委員会・議会が
三者一体となり、住民への丁寧な
説明を行うこと。

意見

来年度に
向けて

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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福祉・教育 福祉・教育

　全議員14人を委員とする、平成29年度歳入歳出決算認定特別委員会が設置され、9月12日から14日
までの3日間にわたり決算審査を行いました。
　今回の審査では、①議会が議決した予算が効果的・効率的に執行されているか、②決算における評価
を来年度予算編成や役場の運営にどのように反映させるか、という点を中心に審査を行いました。
　ここでは各委員から出された90項目の指摘事項のうち、主な意見を掲載します。

【※決算額は1万円未満四捨五入】

児童虐待、増加傾向

健康で長生きを

学力向上に向け研修を

専門職員の配置が必要

福祉・教育 暮らし充実

児童虐待相談件数が深刻であ
り、適切な対応を求める。

健康寿命延伸へのさらなる取
り組み、また配食サービス事業
の充実を求める。

学力向上に向け、県教委を招い
て教員の研修計画を立て、広く
全体で行うよう求める。

社会福祉士や心理士などの専
門職員の配置に向け、協議を
行うよう求める。

学校運営、学力向上、子どもの貧困、就学
支援、障がい者支援、生活保護など

庁舎・公用車管理、健康づくり、道路整備、
消防団活動など

歳入 110億3,346万円（前年度比3.1％減）
歳出 103億0,476万円（前年度比2.7％減）

29年度決算
（一般会計）

決算審査  私の意見！

左
居
委
員

林
田
委
員

山
田
委
員

金
谷
委
員

なり手不足が今後の課題

愛育委員や栄養委員のなり
手不足、高齢化への対策を求
める。

山
本
委
員

早期の受診が大切

各種健診やワクチン接種の受
診率向上に向けた周知と対策
を求める。

江
原
委
員

民生費 27億5,996万円
教育費 8億5,144万円  他

議会費 1億0,179万円
総務費 15億5,541万円
衛生費 10億9,135万円
土木費 9億6,132万円  他

主な
事業

主な
事業

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



5 みさき

福祉・教育

福祉・教育

観光資源の活用を

国保税、滞納を減らせ

みさきネット更新、周知を

時効中断措置の徹底

県との協力体制が重要

貴重な資料の公開を

観光・産業

特別会計決算（抜粋）

20周年を迎える柵原ふれあい
鉱山公園を大いにPRするよう
求める。

国民健康保険税の不
※

納欠損額
が多いため、関係課と連携し
滞納整理に努めるよう求める。

以上のような審議を経て、美咲町議会は
29年度一般会計・特別会計決算を全会一致で認定しました。

みさきネットの設備更新にあ
たり、事業内容や工事日程の
周知徹底を行うよう求める。

水道使用料をはじめとする滞
納について、時

※
効中断措置を

必ず行うよう求める。

円滑な事業展開のため、あらゆ
る面で県との関係構築を行う
よう求める。

町史編さんにあたり集めた資料
を観光などにも有効活用する
よう求める。

農林業振興、観光推進、６次産業化支援、
地域資源活用、企業支援、企業誘致など

貝
阿
彌
委
員

藤
井
委
員

形
井
委
員

延
原
委
員

松
島
委
員

岩
野
委
員

農林水産業費 ７億7,767万円
商工費 8,805万円  他

◎国民健康保険事業
歳　入 21億0,165万円
歳　出 20億2,972万円

◎簡易水道事業（計７特別会計）
　（柵原３、中央３、旭１事業の会計）

歳　入 ８億7,009万円
歳　出 ７億9,660万円

◎介護保険事業（保険事業勘定）
歳　入 24億7,864万円
歳　出 23億8,671万円

◎みさきネット事業
歳　入 ２億0,010万円
歳　出 １億9,873万円

特別会計23会計の合計
歳　入 68億7,246万円
歳　出 65億8,158万円

主な
事業

※時効などにより、回収不能となった
債権。

※滞納が時効とならないよう講じる
措置。

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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平成３０年７月豪雨 災害復旧に１６億円
８月６日（臨時議会）、9月３日～９月２１日（定例議会）が　招集され、一般会計補正予算など41件の議案が議決されました。

税務臨時管理事業

みさきネット施設更新事業 残土処理場整備事業

補
正
予
算

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

　

一
般
会
計
の
総
額
に
20

億
１
，
６
５
５
万
円
を
増

額
す
る
。

【
主
な
歳
入
】

☆
地
方
交
付
税 

３
億
８
，５
９
３
万
円

☆
国
庫
負
担
金  

５
億
２
，３
０
１
万
円

☆
県
負
担
金  

３
億
９
，７
２
１
万
円

☆
県
補
助
金  １

，２
３
８
万
円

☆
町
債  ４

億
１
，４
５
０
万
円

【
主
な
歳
出
】

★
旧
氏
表
記
に
伴
う

　

住
基
シ
ス
テ
ム
の
更
新

�

４
２
８
万
円

★
妊
婦
・
乳
児
健
康
診
査
費

１
０
２
万
円

★
道
路
維
持
費

�

６
３
０
万
円

★
町
道
舗
装
事
業

�

６
７
９
万
円

★
災
害
復
旧
事
業
費

�

16
億
３
，５
９
６
万
円

★
基
金
積
立
金

�

３
億
４
，０
０
０
万
円

　旭総合支所の地図情報システムの一部未搭
載データを電子化する。
〔税務臨時管理費  ３７８万円〕

　本庁舎３階の大会議室の音響設備の更新等を行う。
〔運営管理費  １,２４３万円〕

　旭地域（小山地内）に残土処理場を整備する。
〔残土処理上整備事業  １１８万円〕

災害復旧事業

　平成３０年７月豪雨による災害に対応するた
め、農地・公共土木などの復旧を行う。
〔１６億３,５９６万円〕

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



7 みさき

補
正
予
算

議 

員 

発 

議

平成３０年７月豪雨 災害復旧に１６億円
８月６日（臨時議会）、9月３日～９月２１日（定例議会）が　招集され、一般会計補正予算など41件の議案が議決されました。

9月議会
でこんなことが
決まりました

請
　
　
願

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
２
分
の
１
の
復
元
を
図
る
た
め
の

２
０
１
９
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書

採
択
の
要
請

   （
請
願
者
代
表
）

岡
山
県
教
職
員
組
合
久
苫
支
部
長　
　

山
本　

昭
広

紹
介
議
員　

岩
野　

正
則

山
田　

雄
二

　

学
校
現
場
の
課
題
が
複
雑
化
・
困
難
化
す
る

中
で
一
人
一
人
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
き
め
細
や

か
な
対
応
を
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で
あ
り

全
会
一
致
で
採
択
し
た
。

条
　
　
例

美
咲
町
有
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正

　

美
咲
町
有
住
宅
管
理
条
例
を
一
部
改
正
し
、
単

身
者
の
入
居
を
可
能
に
し
、
町
有
住
宅
に
入
居

中
、
同
居
の
親
族
が
亡
く
な
っ
た
場
合
同
居
の
親

族
が
引
き
続
き
入
居
を
可
能
に
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

美
咲
町
指
定
重
要
文
化
財
保
護
対
策
事
業

分
担
金
徴
収
条
例
を
制
定

　

美
咲
町
内
に
あ
る
国
お
よ
び
県
指
定
の
重
要

文
化
財
に
つ
い
て
保
護
対
策
事
業
に
要
す
る
費

用
の
分
担
金
を
受
益
者
か
ら
徴
す
る
。

集会施設整備補助事業

◎
特
別
会
計
補
正
予
算

【
主
な
歳
出
】

★
み
さ
き
ネ
ッ
ト
事
業

　

本
庁
舎
３
階
の
音
響
設
備

更
新
費　
１
，２
４
３
万
円

★
柵
原
北
部
簡
易
水
道
事
業

　

簡
易
水
道
等
施
設
整
備
費

�

２
，４
８
０
万
円

★
統
合
簡
易
水
道
事
業

　

共
通
維
持
管
理
・
施
設
維

持
管
理
費　

  

９
９
５
万
円

　地域の集会施設の整備補助事業を行う。
〔集会施設整備補助金  ２１０万円〕

柵原地域学校建設候補地土質調査

　柵原地域学校建設候補地の土質調査を行う。
〔調査委託料  ２６８万円〕

教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡

充
に
係
る
意
見
書

　

子
ど
も
た
ち
が
全
国
の
ど
こ
に

住
ん
で
い
て
も
、
一
定
水
準
の
教

育
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
憲
法

上
の
要
請
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
教
育
環
境
改
善
の
た
め
に「
計

画
的
な
教
職
員
定
数
の
改
善
」

と
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の

維
持
向
上
を
図
る
た
め「
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担

割
合
を
２
分
の
１
に
復
元
」す
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
を
日
本

政
府
に
対
し
て
送
付
し
た
。

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

町
政
を
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う  
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般
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委 員 会 の活動
総務・産業常任委員会からの報告

総務・産業常任委員会は、総務課、まちづくり課、情報交通課、税務課、徴収対策室、上下水道課、建設課、
産業観光課が所管する予算その他の案件について審議を担当しています。
委員長／山本宏治　副委員長／延原正憲　委員／山田雄二、松島幸一、松田英二、岩野正則、松島　啓の7人
で審議しています。

　近年、紙ではなくデジタルデータ
を会議資料として使用するペーパー
レス会議が増え、本町でも導入が
予測される。
　総務産業常任委員会では、試験
的にペーパーレス会議を実施し、
その有効性を確認した。

【上下水道課】
漏水調査費の追加

【産業観光課】
棚田公園と鉱山資料館と三休公園の修繕費
それぞれどこを修繕するのか。
棚田公園についてはウッドデ
ッキ、資料館は空調設備と昇
降機、三休公園は花見台の手
すり、さくら茶屋周辺の舗装
など。

問

【税務課】
地図情報システムの電子化
この電子化の目的は。
現在、地図情報システムで提
供しているデータについて旭
地域の一部未搭載のデータ
を電子化するもの。

問
答

答
漏水対策はどのようにしてい
るのか。
流量計や目視によるラインの
点検、業者委託による漏水探
査などにより有収率の改善に
取り組む。

問

答

【まちづくり課】
集会施設整備費補助金
集会施設整備費補助金とは、
具体的には何をするのか。
和室のフローリング化、トイレ
の洋式化など集会施設の改
修を考えている。

問

答

【建設課】
豪雨災害復旧１６億円
１６億円の内訳は。
公共土木施設や農地・農業
用施設災害の復旧、崩土撤
去、緊急修繕など。災害査定
終了後、早急に発注したい。

問
答

【徴収対策室】
賦
ふ

課
か

徴収費の増額
賦課徴収費の具体的な使途は。
住宅使用料などの支払催促の
申し立て手数料。裁判所に申
し立てをし、裁判手続きによる
請求を念頭に置いている。

問
答

本庁舎3階 大会議室

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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【福祉事務所】
国への精算金の返還金

【保険年金課】
認知症地域支援

【教育総務課】
柵原地域学校建設の土質調査

２９年度の臨時福祉給付金の
返還金１２５万8,000円は何
人分なのか。
事業費部分について78人分
の額。予算執行率97.8％で
あった。

認知症対策については進ん
でいるのか。
認知症の方への声かけ訓練
やオレンジカフェ、パンフレッ
トの作成を予定している。

調査費用268万円が高いが、
どこでもこれくらいかかるのか。
調査項目によって違うが、どこ
に出してもこの程度の費用が
かかる。

問 問

問

答
答

答

【健康推進課】
妊婦乳児健康調査
産後うつ病についてはどのよ
うな対応をされているのか。
医療機関で心のチェックを行
い、必要な人はより充実した
支援が受けられる。

問

答

【生涯学習課】
バスケットゴール更新
備品購入費３６２万円は何に
使うのか。
昨年、中央総合体育館の点検
終了後に危険箇所が発見さ
れ、使用を中止していた。
ゴール２対を更新する。

問

答

民生・教育常任委員会からの報告
民生・教育常任委員会は、住民課、保険年金課、健康推進課、福祉事務所、教育総務課、生涯学習課が所管す
る予算その他の案件について審議を担当しています。
委員長／金谷髙子　副委員長／形井　圓　委員／藤井智江、左居喜次、林田　実、江原耕司、貝阿彌幸善の
7人で審議しています。

　９月１０日美作大学で津山市地域包括
支援センターフェアが開催され、全委員
が参加した。
　認知症当事者の体験談や、先進地であ
る福岡県大牟田市や静岡県富士宮市の
取り組みを研修した。
　先進地では特に地域の見守り、安心
事業を進め、各機関との連携が密に取
られている。

美作大学 100周年記念ホール

意見を付す！
　役場の職員は地域住民の意見
を聞き、行政の基本である法
律・条例・規則などに基づいた
適正な行政執行を行わなければ
ならない。

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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議　長 258日
（町外・県外を含む）

副議長 148日
（町外・県外を含む）

議　員
（議長・副議長を

除く12人）

平均129日
（町外・県外を含む）

各議員によって異なりますが、表記の数字に各地
域行事への参加日数が加算されることになります。

議　長 31万5,000円

副議長 26万2,000円

常任委員長 24万6,000円

議　員 24万円

※表記の報酬に加えて期末手当を６月に1.45ヶ月分と12月に1.65ヶ月分支給しています。

※議会だより編集委員６人には年額４万円（委員長は５万円）を支給しています。

※議会選出の監査委員１人には、出頭日数×7,400円を支給しています。

◆他の市町村議会が支給している政務活動費・委員会手当などは支給していません。

項　　　目 金　　　額

議員人件費 　 5,382万6,064円

一般職員人件費 　 1,481万3,213円

経常管理費        607万4,513円
（議長交際費10万3,200円含む）

各種負担金（退職議員の年金など） 　 2,707万3,108円

合　　　計   　1億178万6,898円　

議 会 費 あれこれ
どれくらいお金がかかっているの？
議会運営にはこのくらいかかっています。

何日くらい活動しているの？
年間の活動日数です。

報酬ってどれくらい？
月額報酬は次のとおりです。

Q

QQ

A

AA

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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ページ 議員名 質　問　内　容

12 左居  喜次 １．防災減災に何が必要か
２．有害鳥獣新たな防止対策は

13 松島  幸一 １．町独自の水位計設置の考えは
２．学力調査の受けとめは

14 延原  正憲 １．美作岡山道路の早期全線開通を
２．町内の観光資源を活かせ

15 岩野  正則 １．分譲地の販売計画は
２．価値ある資料の展示保存の考えは

16 山田  雄二
１．義務教育学校の住民説明会は
２．災害対策本部に町長不在の理由は
◇　美作岡山道路について

17 山本  宏治
１．災害時ドローン協定の考えは
２．滞納整理の方法は
◇　ブロック塀の点検  本町の対応は

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

　
　
町
長
・
教
育
長
な
ど
に

　
　
　
　
町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

ページ 議員名 質　問　内　容

18 形井  　圓

１．町が徴収した介護保険料は適切だったか
２．土砂取り除きと災害対策補助金の併用を
◇　職員の人事評価について
◇　バイオマス発電施設事業計画について

19 金谷  髙子

１．要支援者避難に関し関係機関との連携は
２．ギネスに挑戦 世界に発信できるようにＰＲを
◇　内水対策について
◇　政策推進監に問う

20 藤井  智江
１．学校の複合化・長寿命化を
２．福祉増進に包括的な対応が必要
◇　福祉の推進について

21 松島  　啓 １．避難所の設備充実に努めよ
２．政策推進の手順は

議会だよりには、2問まで掲載
しています。
掲載できなかった質問は◇で
表示しています。

町
政
を
問
う

みさき

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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防災減災に何が必要か

有害鳥獣新たな防止対策は

防災に対する意識を共有する

狩猟の資格取得を推進する

問　
防
災
・
減
災
対
策

の
必
要
性
を
訴
え
、

防
災
体
制
に
つ
い
て
問
う
。

①
防
災
・
減
災
を
目
標
と

す
る
中
で
、
職
員
と
各
機

関
と
の
連
携
、
ま
た
、
本

町
と
し
て
何
が
必
要
と
考

え
る
か
。

②
本
町
の
備
蓄
品
の
保
有

状
況
と
、
災
害
時
の
食
料

確
保
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

③
避
難
所
で
の
情
報
収
集

お
よ
び
避
難
所
へ
の
情
報

伝
達
方
法
の
対
策
は
。

答
定
本
町
長

①
職
員
の
家
庭
、命
、

通
常
業
務
、
色
々
な
制
約

の
中
で
職
員
が
出
来
る
こ

と
は
限
ら
れ
て
く
る
。
消

防
団
や
企
業
の
協
力
の
も

と
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織

を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

自
助
・
共
助
・
公
助
の
精

神
が
生
ま
れ
て
来
る
。

　

日
頃
か
ら
自
主
防
災
組

織
な
ど
を
通
じ
防
災
に
対

す
る
意
識
を
共
有
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

答
桑
元
総
務
課
長

②
備
蓄
品
に
つ
い
て

は
別
表
の
通
り
。
緊
急
時

に
つ
い
て
は
民
間
業
者
と

の
災
害
協
定
な
ど
を
可
能

な
限
り
利
用
し
、
随
時
追

加
も
行
い
確
保
で
き
た
ら

と
思
っ
て
い
る
。

③
携
帯
電
話
と
か
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
が
確
実
な
情
報

収
集
手
段
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
中
心
に
充
実
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

問　
近
年
、
有
害
鳥
獣

の
駆
除
頭
数
が
狩
猟

者
の
努
力
に
よ
り
増
加
し

て
い
る
。

　
し
か
し
、
被
害
は
減
少

す
る
傾
向
に
な
く
、
か
な

り
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。

　
被
害
の
軽
減
を
目
指
し
、

今
後
本
町
の
具
体
的
な
方

針
を
問
う
。

答
牧
野
産
業
観
光
課
長

　

猟
友
会
駆
除
班
や

各
種
団
体
と
協
議
を
し
、

新
た
な
事
業
な
ど
を
検
討

し
た
い
。

　

ま
た
、
有
害
鳥
獣
の
個

体
の
減
少
を
最
優
先
に
捉

え
、あ
わ
せ
て
防
護
柵
の

設
置
事
業
も
推
進
し
た
い
。

問　
狩
猟
者
が
も
っ
と

や
る
気
に
な
る
よ
う

な
新
た
な
防
止
対
策
は
な

い
か
。

　
ま
た
、有
効
な
考
え
は
。

答
牧
野
産
業
観
光
課
長

　

狩
猟
の
資
格
取
得

の
推
進
を
考
慮
し
、
補
助

制
度
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

　

ま
た
、
捕
獲
の
補
助
金

に
つ
い
て
も
、
近
隣
市
町

村
と
の
調
整
を
と
り
な
が

ら
増
額
が
で
き
る
も
の
が

あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

答
桑
元
総
務
課
長

　

町
内
の
一
部
集
落

で
は
補
助
金
に
頼
ら
ず
捕

獲
の
檻お
り
を
み
ん
な
で
買
っ

て
、実
績
を
上
げ
て
い
る
。

　

意
識
を
共
有
化
す
る
こ

と
で
農
業
意
欲
の
向
上
に

つ
な
が
り
、
自
分
た
ち
で

何
と
か
す
る
と
気
持
ち
も

上
向
く
部
分
が
あ
る
。

左居喜次 議員

これでよいのか備蓄品

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

捕ってなくす鳥獣害

美咲町の備蓄品保有量
項　目 数　量

棚田粥 １,８６６食 

飲料水  ５００ｍℓボトル ２０１本 

飲料水  ２.０ℓボトル １２６本 

ブルーシート ５０枚 

土のう袋 １,３５０枚 

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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松島幸一 議員

町独自の水位計設置の考えは

学
力
調
査
の
受
け
と
め
は

応
用
力
に
大
き
な
課
題

重要性を鑑み検討したい

問　
７
月
豪
雨
災
害
を

受
け
て
、

①
河
川
や
た
め
池
へ
の
町

独
自
の
水
位
計
や
水※
※

位
警

報
シ
ス
テ
ム
の
設
置

②
避
難
所
へ
の
W※
※

i
-
F

i
環
境
の
整
備

へ
の
考
え
を
問
う
。

答
國
宗
建
設
課
長

①
水
位
計
の
設
置
は

必
要
だ
が
、
町
管
理
の
河

川
は
断
面
が
小
さ
く
急
峻

な
た
め
設
置
が
困
難
で
あ

る
。

　

水
位
警
報
シ
ス
テ
ム
は

防
災
上
役
立
つ
と
思
う
が
、

予
算
面
な
ど
十
分
な
検
討

が
必
要
で
あ
る
。

答
定
本
町
長

①
水
位
計
は
緊
急
性

や
重
要
性
に
鑑
み
検
討
し

て
い
き
た
い
。

答
桑
元
総
務
課
長

②
情
報
を
得
る
手
段

を
考
え
て
い
く
べ
き
だ
が
、

ま
だ
ま
だ
検
討
が
必
要
で

あ
る
。

答
立
石
情
報
交
通
課
長

②
町
内
の
W
i
-F
i

環
境
は
み
さ
き
ネ
ッ
ト
回

線
を
利
用
し
て
お
り
、
不

特
定
多
数
の
大
容
量
通
信

に
よ
り
、
み
さ
き
ネ
ッ
ト

加
入
者
の
速
度
通
信
を
圧

迫
す
る
恐
れ
が
あ
る
な
ど
、

ま
だ
ま
だ
研
究
が
必
要
で

あ
る
。

答
山
本
政
策
推
進
監

②
W
i
-F
i
環
境
は

観
光
や
教
育
面
で
の
メ
リ

ッ
ト
も
あ
る
た
め
研
究
を

行
い
た
い
。

問　
30
年
度
学
力
・
学

習
状
況
調
査
結
果
が

公
表
さ
れ
た
。

　
全
国
調
査
で
本
町
は
、

小
学
６
年
生
、
中
学
３
年

生
と
も
に
応
用
問
題
🄑
で

県
や
国
の
平
均
を
５
ポ
イ

ン
ト
前
後
下
回
っ
て
い
る
。

　
こ
の
状
況
を
ど
う
受
け

止
め
て
分
析
し
て
い
る
か
。

答
柴
原
教
育
長

　

小
中
学
校
と
も
に

算
数
、
数
学
に
多
く
の
課

題
が
あ
る
。

　

特
に
応
用
力
を
問
う
問

題
が
低
く
、
読
解
力
や
論

理
的
思
考
力
、
表
現
力
、

判
断
力
を
身
に
つ
け
る
必

要
が
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
復
習
を

行
い
、
基
礎
的
な
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　

ま
た
学
力
向
上
に
一
番

大
切
な
、
安
心
し
て
学
べ

る
学
習
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
学
校
で
の
授
業
は
も

ち
ろ
ん
、
家
庭
学
習
の
量

や
質
の
検
討
、
自
主
学
習

時
間
の
確
保
を
学
校
や
家

庭
と
連
携
し
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　

３
学
期
に
は
町
独
自
で

町
内
統
一
標
準
学
力
調
査

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

答
定
本
町
長

　

学
力
に
つ
い
て
は

あ
ま
り
心
配
し
て
い
な
い
。

　

学
力
が
高
い
方
が
良
い

の
は
当
然
だ
が
、
勉
強
は

や
る
気
に
な
れ
ば
や
っ
て

い
け
る
と
思
っ
て
い
る
。

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

※2Wi-Fi…ケーブルを使わず無線で
ネットワークに接続するシステム。

※1水位警報システム…水位を超音波
センサーで監視し、急激な増水時に
ブザーや回転灯で知らせる仕組み。

議員が選挙区内にある者に対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。

迫る濁流の恐怖

30年度　全国学力・学習状況調査結果
【小学6年生】　　　　　　　※Aは基礎基本、Bは応用的な問題

美咲町 岡山県 県平均比 全国 全国比
国語A 69 71 -2.0 70.7 -1.7
国語B 50 54 -4.0 54.7 -4.7
算数A 62 62 0 63.5 -1.5
算数B 45 50 -5.0 51.5 -6.5
理科 59 60 -1.0 60.3 -1.3

文部科学省発表資料による

【中学3年生】　　　　　　　※Aは基礎基本、Bは応用的な問題

美咲町 岡山県 県平均比 全国 全国比
国語A 75 76 -1.0 76.1 -1.1
国語B 57 59 -2.0 61.2 -4.2
数学A 60 65 -5.0 66.1 -6.1
数学B 40 44 -4.0 46.9 -6.9
理科 62 66 -4.0 66.1 -4.1

文部科学省発表資料による

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



14美咲町議会だより  No.54  ＜2018.11＞議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

美作岡山道路の早期全線開通を

町内の観光資源を活かせ

一刻も早い完成に極力努力する

前向きに取り組みたい

問　
７
月
豪
雨
を
体
験

し
、
美
作
岡
山
道
路

の
早
期
全
線
開
通
を
痛
感

し
た
。

　
遅
延
し
て
い
た
飯
岡
地

区
で
も
や
っ
と
地
形
測
量

が
開
始
さ
れ
た
。

①
８
年
後
の
平
成
38
年
に

36
㎞
の
全
線
が
開
通
す
る

計
画
に
変
更
は
な
い
か
。

②
４
月
か
ら
専
門
職
員
が

配
置
さ
れ
た
が
、
業
務
内

容
は
何
か
。

③
地
元
合
意
に
向
け
た
町

の
取
り
組
み
は
。

④
飯
岡
滝
谷
池
全
面
改
修

と
内
水
対
策
は
。

答
山
本
柵
原
総
合
支
所

産
業
建
設
課
長

①
平
成
38
年
度
完
了
を
目

標
と
聞
い
て
い
る
。

②
地
元
の
要
望
や
意
見
を

ま
と
め
、
県
と
の
調
整
を

図
る
業
務
を
担
当
す
る
。

③
道
路
事
業
に
伴
う
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
や
課
題
を
地

元
と
よ
く
協
議
し
て
、
地

域
の
活
性
化
な
ど
明
る
く

希
望
の
あ
る
事
業
と
し
て

進
め
て
い
き
た
い
。

④
飯
岡
滝
谷
池
全
面
改
修

は
道
路
設
計
が
決
定
し
、

受
益
面
積
が
確
定
次
第
。

内
水
対
策
は
道
路
設
計
を

考
慮
し
、検
討
を
進
め
る
。

答
定
本
町
長

①
こ
の
道
路
の
重
要

性
を
認
識
し
、
一
刻
も
早

い
完
成
に
極
力
努
力
す
る
。

④
飯
岡
滝
谷
池
と
内
水
は

道
路
と
３
点
セ
ッ
ト
で
取

り
組
む
。

問　
町
内
に
は
多
く
の

観
光
資
源
が
活
用
さ

れ
な
い
ま
ま
の
状
態
に
あ

る
。

①「
棚
田
法
案（
仮
称
）」の

研
究
と
早
期
の
取
り
組
み
。

②
柵
原
鉱
山
資
料
館
の
展

示
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

③
片
上
鉄
道
吉
ヶ
原
駅
舎

の
車
庫
整
備
。

④
ジ
ビ
エ
食
材
を
観
光
資

源
と
し
て
活
用
。

答
牧
野
産
業
観
光
課
長

①
棚
田
地
域
振
興
法

案
が
国
会
上
程
、
閣
議
決

定
な
ど
さ
れ
た
ら
、
事
業

内
容
な
ど
確
認
し
て
取
り

組
み
た
い
。

②
鉱
山
資
料
館
は
集
客
に

つ
な
が
る
展
示
と
な
る
よ

う
関
係
機
関
と
協
議
し
た

い
。

③
車
両
11
台
中
８
両
が
町

の
所
有
で
あ
る
。
今
年
度

は
車
両
の
屋
根
の
修
繕
を

行
う
。
車
庫
に
つ
い
て
は

31
年
度
に
設
計
、
32
年
度

工
事
の
計
画
で
取
り
組
み

た
い
。

④
ジ
ビ
エ
食
材
は
地
域
資

源
と
し
て
６
次
産
業
化
導

入
事
業
な
ど
で
支
援
し
て

い
き
た
い
。

答
定
本
町
長

①
棚
田
は
日
本
の
原

風
景
で
あ
り
、
絶
対
守
っ

て
い
き
た
い
。

②
鉱
山
資
料
館
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
は
早
速
点
検
し
取

り
組
む
。

③
片
上
鉄
道
車
両
は
、
保

存
会
と
相
談
し
て
車
両
屋

根
の
修
繕
か
ら
着
手
す
る
。

延原正憲 議員

寸断された道路網

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

どうする車両の動態保存

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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岩野正則 議員

分譲地の販売計画は

価
値
あ
る
資
料
の

　
　
　
展
示
保
存
の
考
え
は

寄
付
の
申
し
出
が
あ
れ
ば

　
　
場
所
の
確
保
も
検
討
し
た
い

民間の造成状況を見ながら計画していく

問　
中
央
地
域
に
新
た

な
分
譲
地
の
開
発
、

販
売
計
画
は
な
い
か
。

答
光
嶋
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

本
年
度
、
中
央
地

域
は
美
咲
中
央
小
学
校
区

内
の
錦
織
地
区
に
６
区
画

の
分
譲
地
を
造
成
し
、
来

年
度
販
売
の
計
画
で
現
在

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
の
分
譲
地
に
つ
い

て
は
、
各
小
学
校
の
児
童

数
の
推
移
や
民
間
事
業
者

の
分
譲
地
の
造
成
状
況
を

見
な
が
ら
計
画
を
し
て
い

き
た
い
。

問　
西
川
、
大
戸
下
、

王
子
の
宅
地
販
売
促

進
の
考
え
、
ま
た
、
新
た

な
分
譲
地
の
計
画
は
な
い

か
。

答
定
本
町
長

　

西
川
地
区
は
あ
と

３
区
画
残
っ
て
い
る
。
宣

伝
を
し
て
販
売
し
た
い
。

　

保
育
園
児
、
小
学
生
、

中
学
生
の
こ
れ
か
ら
の
推

移
を
見
な
が
ら
、
分
譲
地

に
適
し
た
所
が
あ
れ
ば
計

画
し
て
い
き
た
い
。

問　
中
央
地
域
は
特
に

人
気
が
あ
る
。
推
移

を
見
な
が
ら
、
町
外
か
ら

呼
び
込
む
よ
う
な
前
向
き

な
施
策
は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

中
央
地
域
で
あ
れ

ば
、
加
美
小
学
校
、
美
咲

中
央
小
学
校
の
推
移
を
み

な
が
ら
ど
ち
ら
の
学
区
に

し
た
ほ
う
が
良
い
か
見
定

め
て
い
き
た
い
。

問　
町
史
編
さ
ん
に
つ

い
て
、
町
史
に
係
る

資
料
館
、
民
具
館
を
建
設

し
、
展
示
、
保
存
を
行
い

観
光
や
学
習
拠
点
を
つ
く

る
考
え
、
お
よ
び
民
具
や

小
道
具
の
提
供
を
呼
び
か

け
る
考
え
は
な
い
か
。

答
赤
木
生
涯
学
習
課
長

　

町
史
編
さ
ん
に
つ

い
て
、
平
成
29
年
に
民
俗

編
の
発
刊
が
で
き
た
。
今

年
度
は
、
地
区
誌
編
の
発

刊
に
向
け
て
作
業
を
進
め

て
い
る
。
そ
の
後
、
資
料

編
に
取
り
か
か
る
予
定
。

　

集
め
ら
れ
た
資
料
は
発

刊
後
に
整
理
し
、
展
示
場

所
も
含
め
て
町
史
編
さ
ん

室
と
相
談
し
な
が
ら
進
め

る
。　

　

展
示
場
所
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
状
況
で
は
新
た
な

建
物
の
建
設
は
難
し
い
。

　

ま
た
、
提
供
の
呼
び
か

け
に
つ
い
て
は
、
保
存
資

料
の
分
類
や
整
理
、
保
管

方
法
に
つ
い
て
専
門
的
な

知
識
も
必
要
な
こ
と
か
ら
、

町
史
編
さ
ん
室
と
相
談
し

な
が
ら
計
画
的
に
進
め
て

い
く
。

問　
町
史
編
さ
ん
に
あ

た
り
豊
か
な
資
料
が

集
ま
っ
て
来
た
と
思
う
。

価
値
あ
る
資
料
を
見
え
る

よ
う
に
、
展
示
す
る
考
え

は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

町
内
に
も
た
く
さ

ん
素
晴
ら
し
い
資
料
が
あ

る
と
思
う
。
展
示
、
寄
付

の
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
展

示
場
所
の
確
保
も
検
討
し

た
い
。

資料・民具の展示を

好評につき新たな分譲地開発を
（西川清水団地）

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

議員は病気見舞金を出すことが禁止されています。

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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義務教育学校の住民説明会は

災害対策本部に町長不在の理由は

今後も必ず実施する

２日間徹夜で、３日目は自宅待機

問　
義
務
教
育
学
校
に

つ
い
て
３
点
質
問
す

る
。

①
学
校
建
設
に
係
わ
っ
て

一
番
の
基
本
文
書
は
柵
原

中
学
校
区
小
中
一
貫
教
育

基
本
計
画
（
案
）
で
あ
る

が
、
提
案
が
な
い
の
で
議

会
で
は
一
度
も
議
論
し
て

い
な
い
。
い
つ
、
議
会
に

提
案
す
る
の
か
。

②
町
長
は
、
柵
原
地
域
で

の
住
民
説
明
会
に
な
ぜ
出

席
し
な
い
の
か
。
政
策
で

最
初
に
口
火
を
切
っ
た
町

長
が
出
席
す
る
の
は
、
町

長
の
責
務
で
は
な
い
か
。

③
住
民
説
明
会
で
は
、「
何

回
も
説
明
会
を
や
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
要
望
が
出

た
が
、
今
後
も
住
民
説
明

会
を
開
く
の
か
。

答
柴
原
教
育
長

①
基
本
計
画（
案
）は
、

私
な
り
に
作
成
し
た
試
案

を
基
本
計
画
ら
し
き
形
に

体
裁
を
整
え
て
資
料
と
し

て
配
付
し
た
も
の
で
、
十

分
な
検
討
が
で
き
て
い
な

い
。
整
備
検
討
委
員
会
で

あ
る
程
度
の
方
向
づ
け
を

し
て
か
ら
議
会
に
提
出
す

る
。

③
説
明
会
に
つ
い
て
は
、

必
ず
実
施
す
る
。

答
定
本
町
長

②
私
に
出
席
の
話
が

無
か
っ
た
の
で
出
席
し
て

い
な
い
。
政
策
立
案
し
た

全
て
の
も
の
に
つ
い
て
、

私
が
必
ず
出
席
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
、

不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。

問　
災
害
対
策
に
つ
い

て
３
点
質
問
す
る
。

①
対
策
本
部
と
し
て
、
住

民
や
職
員
の
意
見
を
ど
の

よ
う
に
集
約
・
検
討
し
、

今
後
に
活
か
す
の
か
。
災

害
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
の
予

定
は
あ
る
か
。

②
７
月
７
日
の
土
曜
日
は
、

多
数
の
住
民
が
避
難
し
た

日
で
あ
る
が
、
災
害
対
策

本
部
に
町
長
は
不
在
で
あ

っ
た
。
災
害
の
さ
な
か
に

あ
っ
て
、
本
部
に
務
め
る

の
が
町
長
と
し
て
の
責
務

で
は
な
い
か
。

③
飯
岡
地
区
で
は
、
県
の

想
定
を
超
え
る
量
の
内
水

が
発
生
し
、
住
民
は
不
安

な
一
夜
を
過
ご
す
こ
と
に

な
っ
た
。
住
民
の
不
安
を

解
消
す
る
た
め
に
も
、
県

へ
新
た
な
説
明
を
求
め
る

よ
う
町
か
ら
要
望
で
き
な

い
か
。

答
桑
元
総
務
課
長

①
地
域
の
人
か
ら
ア

ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
反
映
で
き
た
ら

と
考
え
て
い
る
。

答
定
本
町
長

②
５
日
と
６
日
は
両

日
、
徹
夜
を
し
た
の
で
、

３
日
目
は
自
宅
待
機
と
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

不
在
の
時
は
副
町
長
、

総
務
課
長
と
連
絡
を
取
り

指
揮
を
し
て
い
る
。

答
山
本
柵
原
総
合
支
所

産
業
建
設
課
長

③
新
た
な
説
明
に
つ
い
て
、

県
に
要
望
す
る
。

山田雄二 議員

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

どうなる義務教育学校

想定を越える内水がきた

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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山本宏治 議員

災害時ドローン協定の考えは

滞
納
整
理
の
方
法
は

法
令
に
沿
っ
て
滞
納
整
理
に

　
　
　
　
　
　
臨
ん
で
い
き
た
い

早急に協定を結ぶ

問　
災
害
時
に
お
け
る

民
間
事
業
者
お
よ
び

自
治
体
間
で
の
応
援
協
定

の
内
容
、
建
設
業
協
会
と

の
協
定
の
締
結
状
況
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
の
協

定
、
活
用
の
考
え
は
な
い

か
。答

桑
元
総
務
課
長

　

災
害
時
応
援
協
定

の
件
数
は
16
件
、
連
携
す

る
企
業
数
は
18
社
で
あ
る
。

自
治
体
間
で
は
岡
山
県
お

よ
び
岡
山
県
内
全
市
町
村

と
災
害
時
応
援
協
定
を
締

結
し
て
い
る
。

　

内
容
と
し
て
は
、
物
資

の
供
給
、
医
療
、
救
護
、

各
種
応
急
復
旧
活
動
な
ど

被
災
自
治
体
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
た
だ
く
。

答
國
宗
建
設
課
長

　

町
内
の
各
建
設
業

協
会
と
協
定
を
締
結
し
て

い
る
。

　

今
回
の
災
害
で
も
い
ち

早
く
対
応
を
し
て
い
た
だ

い
た
。

　

今
後
は
ド
ロ
ー
ン
の
活

用
も
十
分
に
視
野
に
入
れ

て
い
き
た
い
。

答
定
本
町
長

　

ド
ロ
ー
ン
に
つ
い

て
は
、
ぜ
ひ
と
も
早
急
に

協
定
を
結
ん
で
い
き
た
い
。

答
前
田
旭
総
合
支
所
産

業
建
設
課
長
・
山
本

柵
原
総
合
支
所
産
業
建
設

課
長

　

現
場
に
詳
し
い
地
元
建

設
業
者
の
皆
様
に
は
、
昼

夜
を
問
わ
ず
大
変
な
時
に

早
急
な
対
応
を
し
て
い
た

だ
き
、
こ
の
場
を
か
り
て

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

問  

税
金
、
使
用
料
、

家
賃
、
給
食
費
、
水

道
代
、
み
さ
き
ネ
ッ
ト
の

利
用
料
な
ど
滞
納
金
が
３

億
円
近
く
あ
る
。

　
税
務
課
、
徴
収
対
策
室

は
ど
の
様
な
方
法
で
回
収

を
し
て
い
る
の
か
。

答
浦
上
税
務
課
長

　

徴
収
対
策
室
お
よ

び
岡
山
県
市
町
村
滞
納
整

理
組
合
な
ど
と
連
携
を
図

り
進
め
て
い
る
。

　

27
年
度
で
は
、
地
方
税

と
国
民
健
康
保
険
税
を
合

わ
せ
た
滞
納
金
額
は
１
億

８
︐６
２
７
万
円
で
あ
っ

た
が
、
29
年
度
決
算
時
に

は
１
億
１
︐９
３
７
と
な

っ
て
お
り
未
収
金
は
着
実

に
減
少
し
て
き
て
い
る
。

答
櫻
井
徴
収
対
策
室
長

　

徴
収
対
策
室
で
は
、

主
に
債
権
の
回
収
業
務
を

行
っ
て
お
り
、
早
期
完
納

を
導
く
こ
と
を
第
一
に
考

え
職
務
を
遂
行
し
て
い
る
。

例
外
を
作
る
こ
と
な
く
法

令
に
沿
っ
て
滞
納
整
理
に

臨
ん
で
い
き
た
い
。

問　
滞
納
整
理
に
あ
た

っ
て
、
戸
別
訪
問
徴

収
は
し
な
い
の
か
。

答
定
本
町
長

　

今
の
段
階
で
は
戸

別
訪
問
徴
収
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
公
平
・
公
正
に

税
金
を
納
め
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
が
基
本
だ
。

滞納金  早期完納を

ドローンの活用に期待

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

議員はお祭りへの寄付や差し入れが禁止されています。

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



18美咲町議会だより  No.54  ＜2018.11＞議員や後援会が有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

町が徴収した介護保険料は適切だったか

土砂取り除きと災害対策補助金の併用を

委員会で審議し議会が議決

今は併用していないが検討する

問　
平
成
29
年
度
決
算

に
お
い
て
、
介
護
保

険
料
第
６
期（
27
～
29
年
）

の
報
告
で
は
、
加
入
者
か

ら
余
分
な
お
金
を
集
め
た

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
内
容

は
、
①
過
去
の
赤
字
補
填

８
︐９
０
０
万
円
②
積
立

金
１
億
２
︐０
０
０
万
円

③
平
成
29
年
度
繰
越
金
９
︐

２
０
０
万
円
。
合
計
で
は

３
億
円
を
超
え
る
。

　
介
護
保
険
料
は
「
町
で

必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

総
費
用
」
と
明
記
さ
れ
て

い
る
。
県
内
１
位
の
介
護

保
険
料
を
５
︐７
5
３
人

が
支
払
わ
さ
れ
た
。
余
分

に
集
め
ら
れ
た
と
推
測
さ

れ
る
金
額
は
、
一
人
平
均

５
万
２
︐４
０
０
円
、
最

高
額
は
８
万
９
︐０
０
０

円
と
な
る
。

　
町
が
徴
収
し
た
介
護
保

険
料
は
適
切
な
金
額
だ
っ

た
の
か
。

答
定
本
町
長

　

介
護
保
険
は
、
介

護
保
険
事
業
策
定
委
員
会

で
審
議
さ
れ
、
答
申
を
い

た
だ
き
、
議
会
に
か
け
議

会
が
議
決
し
て
い
る
。

　

介
護
予
防
と
か
新
し
い

介
護
保
険
制
度
に
の
っ
と

り
基
準
額
を
決
め
た
。

答
鈴
鹿
保
険
年
金
課
長

　

介
護
保
険
料
は
、

総
給
付
費
、
被
保
険
者
数

を
参
考
に
計
算
し
て
い
る
。

積
立
金
・
借
入
金
を
合
わ

せ
る
と
約
３
億
円
に
な
る
。

問　
宅
地
災
害
に
対
す

る
補
助
制
度
に
つ
い

て
問
う
。

　
現
在
宅
地
災
害
復
旧
に

は
、
土
砂
取
り
除
き
補
助

金
制
度
が
あ
り
、
こ
れ
は

宅
地
に
土
砂
が
流
れ
込
ん

だ
場
合
、
そ
の
土
砂
を
取

り
除
く
た
め
の
補
助
制
度

で
補
助
金
は
上
限
10
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　
他
に
小
規
模
林
地
等
災

害
対
策
補
助
事
業
で
、
災

害
の
防
止
、
ま
た
は
災
害

復
旧
に
対
す
る
補
助
制
度

で
そ
の
補
助
金
は
上
限
50

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
宅
地
に
土
砂
が
流
れ
込

ん
だ
場
合
、
ま
ず
土
砂
を

取
り
除
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
後
さ
ら
に
崩

壊
の
危
険
が
あ
る
場
合
、

住
民
の
立
場
に
立
っ
て
土

砂
の
取
り
除
き
と
災
害
対

策
補
助
事
業
の
補
助
金
両

方
を
出
す
べ
き
だ
。

答
國
宗
建
設
課
長

　

町
内
で
、
宅
地
土

砂
取
り
除
き
補
助
金
申
請

予
定
は
全
体
で
42
件
、
小

規
模
林
地
等
災
害
対
策
補

助
金
の
予
定
は
11
件
と
な

っ
て
い
る
。
建
設
課
、
両

支
所
で
協
議
を
し
て
い
る

が
、
補
助
金
の
併
用
は
し

て
い
な
い
。
現
地
確
認
に

行
っ
た
と
き
に
、
ど
ち
ら

か
を
選
ん
で
い
た
だ
く
よ

う
に
説
明
を
し
て
い
る
。

答
定
本
町
長

　

宅
地
の
災
害
復
旧

に
つ
い
て
、
今
は
併
用
し

て
い
な
い
が
検
討
し
て
い

く
。

形井　圓 議員

もっと使いやすい補助金へ

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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金谷髙子 議員

要支援者避難に関し関係機関との連携は

ギ
ネ
ス
に
挑
戦 

　
　
世
界
に
発
信
で
き
る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
を

町
民
が
団
結
し
世
界
一
を
目
指
す

しっかりと連携をとり命を守る仕事をする

問　
要
支
援
者
の
登
録

は
法
律
で
定
め
ら
れ

て
い
る
が
、
避
難
勧
告
が

出
た
と
き
行
政
と
し
て
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　
ま
た
、
本
町
の
要
支
援

者
の
登
録
状
況
、
登
録
さ

れ
た
名
簿
は
ど
の
範
囲
ま

で
提
供
で
き
る
の
か
。

答
桑
元
総
務
課
長

　

災
害
が
予
期
さ
れ

る
時
に
速
や
か
に
行
動
が

で
き
る
よ
う
周
知
徹
底
を

図
っ
て
い
く
。

答
稲
谷
福
祉
事
務
所
長

　

現
在
登
録
さ
れ
て

い
る
方
は
６
８
１
人
だ
が
、

未
登
録
の
人
に
再
度
通
知

を
出
し
て
い
る
。

　

名
簿
に
は
提
供
の
同
意

を
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、

自
治
会
、自
主
防
災
組
織
、

民
生
児
童
委
員
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
警
察
、
消
防

こ
の
よ
う
な
避
難
支
援
関

係
機
関
に
事
前
に
お
渡
し

し
て
い
る
。
関
係
機
関
と

連
携
を
密
に
し
て
い
き
た

い
。問　

要
支
援
者
の
避
難

に
関
し
、
関
係
各
機

関
と
の
連
携
は
取
れ
て
い

る
か
。

答
稲
谷
福
祉
事
務
所
長

　

高
齢
者
二
人
世
帯

の
ご
主
人
が
退
院
し
た
ば

か
り
の
時
台
風
が
発
生
し
、

危
な
い
と
の
こ
と
で
民
生

委
員
、
自
治
会
、
行
政
が

連
携
を
と
り
施
設
に
避
難

さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

想
定
外
の
災
害
が
起
こ

る
か
も
わ
か
ら
な
い
。
し

っ
か
り
と
連
携
を
と
り
、

命
を
守
る
仕
事
を
し
て
い

き
た
い
。

問　
た
ま
ご
か
け
ご
は

ん
を
世
界
に
発
信
事

業
と
あ
る
。　
　

　
こ
の
事
業
は
ギ
ネ
ス
世

界
記
録
に
挑
戦
と
の
こ
と

だ
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
、

ど
の
よ
う
な
競
技
を
計
画

し
て
い
る
の
か
。

答
牧
野
産
業
観
光
課
長

　

本
町
が
た
ま
ご
か

け
ご
は
ん
を
使
っ
て
美
咲

町
の
P
R
を
始
め
て
10
年

７
カ
月
が
経
過
し
て
い
る
。

　

本
年
８
月
ま
で
に
78
万

人
を
超
え
る
人
に
た
ま
ご

か
け
ご
は
ん
を
食
べ
て
い

た
だ
い
た
。

　

今
年
度
生
卵
を
使
っ
た

世
界
記
録
に
挑
戦
し
た
い

と
現
在
計
画
を
し
て
い
る
。

　

計
画
に
つ
い
て
は
、
開

催
予
定
は
11
月
頃
、
場
所

は
柵
原
ふ
れ
あ
い
鉱
山
公

園
片
上
鉄
道
線
路
敷
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
ス

プ
ー
ン
で
卵
を
つ
な
ぐ
と

い
う
リ
レ
ー
方
式
、
こ
の

競
技
の
世
界
記
録
は
現
在

２
８
３
人
で
あ
り
、
２
８

４
人
以
上
の
町
民
を
今
後

募
集
し
て
い
く
。

問　
し
っ
か
り
と
盛
り

上
げ
て
、
世
界
に
発

信
で
き
る
よ
う
に
、
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
牧
野
産
業
観
光
課
長

　

町
民
が
団
結
し
、

世
界
一
を
目
指
す
こ
と
を

発
信
し
た
い
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
お
願
い
す
る
。鉱山公園でギネスに挑戦

みなさんの見守りで安心

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

後援会が花環・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

決
　
算
　
審
　
議

委
員
会
の
報
告

定
例
会
の
報
告

議
会
費
あ
れ
こ
れ

町
政
を
問
う  

一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



20美咲町議会だより  No.54  ＜2018.11＞議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求することは禁止されています。

学校の複合化・長寿命化を

福祉増進に包括的な対応が必要

より良い方向にもっていきたい

行政と地域が連携し取り組んでいる

問
①
義
務
教
育
学
校
が

子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
最
善
の
学
校
と
は
言
え

な
い
。
教
育
長
は
否
定
さ

れ
る
が
、
補
助
金
あ
り
き

の
義
務
教
育
学
校
創
設
で

は
な
い
か
。
財
源
の
確
保

が
難
し
い
と
言
う
が
、
柵

原
中
学
校
を
整
備
す
る
財

源
は
な
い
と
い
う
こ
と

か
。
柵
原
地
域
に
義
務
教

育
学
校
の
モ
デ
ル
校
と
言

う
が
、実
験
で
は
な
い
か
。

い
っ
た
ん
義
務
教
育
学
校

を
建
設
す
れ
ば
後
戻
り
で

き
な
い
。

　
学
校
を
下
に
下
ろ
し
て

ほ
し
い
と
い
う
の
は
誰
も

が
思
う
こ
と
。
柵
原
中
学

校
建
設
に
一
日
も
早
く
取

り
か
か
っ
て
ほ
し
い
。
普

通
の
中
学
校
で
あ
れ
ば
、

建
設
予
定
地
も
容
易
に
見

つ
か
る
の
で
は
な
い
か
。

②
財
政
を
考
え
る
上
で
、

義
務
教
育
学
校
の
み
な
ら

ず
複
合
化
・
長
寿
命
化
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

①
義
務
教
育
学
校
の

発
端
は
柵
原
中
学
校
の
改

築
。
義
務
教
育
学
校
を
提

案
し
、
建
設
検
討
委
員
会

の
場
で
、
そ
れ
で
良
か
ろ

う
と
な
っ
た
。　

②
財
政
力
指
数
の
低
い
本

町
に
と
り
一
つ
の
理
由
だ

が
、
そ
れ
が
全
て
で
は
な

い
。答

柴
原
教
育
長

　

義
務
教
育
学
校
を

建
設
す
る
以
上
は
、
や
り

直
し
が
き
か
な
い
。
よ
り

良
い
方
向
に
も
っ
て
い
け

た
ら
と
思
う
。

問　
自
治
体
の
大
き
な

役
割
は
住
民
の
福
祉

増
進
だ
。

　
町
長
は
栄
養
士
の
増
員

を
求
め
た
時
、
栄
養
委
員

が
い
る
と
言
い
、
災
害
の

時
に
は
自
主
防
災
組
織
が

あ
る
と
言
う
。
こ
れ
で
は

行
政
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

同
じ
に
な
る
。
行
政
の
す

べ
き
仕
事
は
責
任
を
も
っ

て
や
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
高
齢
者
、
障
が
い
者
な

ど
区
分
し
な
い
で
包
括
的

な
対
応
が
必
要
で
は
な
い

か
。答

鈴
鹿
保
険
年
金
課
長

　

自
治
体
で
で
き
る

こ
と
に
は
限
り
が
あ
る
。

分
野
、
世
代
、
地
域
を
超

え
相
互
に
支
え
ら
れ
る
関

係
づ
く
り
が
不
可
欠
に
な

っ
て
く
る
。

　

限
ら
れ
た
地
域
資
源
を

有
効
に
活
用
し
て
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
と
か
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
行
か
な
い
と

い
け
な
い
と
考
え
る
。

答
清
水
健
康
推
進
課
長

　

包
括
的
な
地
域
づ

く
り
に
向
け
行
政
、
地
域

が
連
携
し
、
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

何
事
に
も
当
て
は
ま
る

こ
と
だ
が
、
自
助
、
共
助
、

公
助
の
連
携
に
よ
り
課
題

を
解
決
し
て
い
く
こ
と
が

一
番
重
要
と
考
え
る
。

　

地
域
へ
の
支
援
と
連
携
、

お
互
い
の
不
足
を
補
い
協

働
で
き
る
地
域
社
会
を
作

る
こ
と
を
念
頭
に
、
事
業

推
進
に
努
め
て
い
る
。

藤井智江 議員

みんなで楽しく地域づくり

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

一日も早い中学校の建設を！
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21 みさき 有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。

松島　啓 議員

避難所の設備充実に努めよ

政
策
推
進
の
手
順
は

横
断
的
に
対
応
で
き
る

　
　
仕
組
み
を
つ
く
り
た
い

備品などの要綱を整備する

問　
７
月
の
西
日
本
豪

雨
で
、
本
町
で
は
多

く
の
人
が
避
難
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
道
路
、
河
川
、

農
地
、
家
屋
な
ど
に
被
害

を
受
け
た
。
今
後
の
対
策

を
問
う
。

①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し

て
、
迅
速
な
情
報
収
集
・

伝
達
す
る
方
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

②
62
施
設
、
延
べ
5
8
4

人
が
避
難
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
中
で
、
エ
ア
コ
ン
設

備
が
な
い
避
難
所
が
あ
り

苦
慮
さ
れ
て
い
た
。
整
備

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

③
各
小
中
学
校
で
の
、
防

災
教
育
の
実
施
状
況
お
よ

び
今
後
の
計
画
は
。

答
立
石
情
報
交
通
課
長

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の

ペ
ー
ジ
を
設
け
て
い
る
。

答
定
本
町
長

②
集
会
所
な
ど
の
避

難
所
に
は
、
エ
ア
コ
ン
な

ど
備
品
整
備
の
補
助
金
交

付
制
度
が
な
い
。
早
急
に

要
綱
を
整
備
す
る
。

答
柴
原
教
育
長

③
小
学
校
で
は
、
火

災
・
地
震
・
不
審
者
対
応

お
よ
び
引
き
渡
し
の
訓
練
。

中
学
校
で
は
、
火
災
・
地

震
対
応
の
訓
練
を
行
っ
て

い
る
。

　

今
後
は
、
防
災
計
画
を

見
直
し
な
が
ら
、
命
を
守

る
行
動
が
迅
速
に
取
れ
る

よ
う
に
行
い
た
い
。

問　
公
民
連
携
に
特
化

し
た
政
策
推
進
室
は
、

事
業
の
見
直
し
で
廃
止
、

ま
ち
づ
く
り
課
に
吸
収
さ

れ
た
。　

　
今
後
、
町
の
将
来
、
方

向
性
を
左
右
す
る
政
策
推

進
は
ど
の
よ
う
な
手
順
で

行
う
の
か
。

　
幹
部
会
な
ど
の
各
種
会

議
の
内
容
が
、
庁
舎
内
で

情
報
共
有
・
連
携
で
き
て

い
る
の
か
。

答
光
嶋
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

政
策
の
企
画
、
立

案
、
推
進
、
評
価
、
改
善

を
統
括
し
て
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
事
案
ご

と
に
組
織
の
枠
を
超
え
て

横
断
的
に
対
応
で
き
る
仕

組
み
を
つ
く
り
た
い
。

答
山
本
政
策
推
進
監

　

27
年
か
ら
５
カ
年

の
み
さ
き
創
生
総
合
戦
略

を
策
定
し
、
施
策
を
進
め

て
い
る
。
本
年
６
月
に
有

識
者
会
議
で
、
取
り
組
み

の
検
証
を
し
て
お
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
て
い

る
。
事
業
成
果
が
十
分
出

て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

答
畑
尾
旭
総
合
支
所
長

　

各
種
会
議
の
内
容

は
、朝
礼
、回
覧
、直
接
説

明
な
ど
で
周
知
徹
底
し
、

職
員
間
の
情
報
共
有
に
努

め
て
い
る
。

答
木
谷
柵
原
総
合
支
所
長

　

日
誌
や
日
直
対
応

フ
ァ
イ
ル
で
情
報
共
有
、

連
携
に
努
め
て
い
る
。

どうなる今後の美咲町

避難所の設備充実を求める

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁

質問

答弁
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⃝議会では町民の暮らしに大切な、町の仕事やお金の使い方を審議しています。
⃝本会議は一般に公開しています。一定の決まりを守っていただければ、どなたでも傍聴できます。
⃝本会議の当日、議会事務局で受付をしてください。（事前予約の必要はありません。）
⃝傍聴人の定員は30人です。団体の場合は、事前に議会事務局へご連絡ください。

⃝９月定例会から議場にモニターが設置されま
した。

⃝みさきタウンテレビジョンで放映される映像
と同じものが表示されます。

⃝一般質問では、議員が議長の許可を得てモニ
ターに静止画を映すことができます。

美咲町議会事務局
〒709-3717　岡山県久米郡美咲町原田1735番地
電話：0868-66-1128　　FAX：0868-66-2038

お問い合わせ先

議場にモニターを設置

生放送をコントロール

見やすく、わかりやすく

活発な議論を生中継

⃝前回までは、スタジオで行っていた映像、音声
のコントロールを、みさきタウンテレビジョンの
スタッフが議場（傍聴席）で行っています。

議 の 案場 ご 内

傍聴に来られない人に
臨場感が伝わるよう頑
張ります。

みさきタウンテレビジョン

原
はら

　壮
たけ

司
し

さん

傍 聴 に お い で く だ さ い ！！
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⃝全国町村議会広報コンクール最優秀賞と第７位優良賞を視察
　議会広報編集特別委員会は、8月10日に群馬県佐波郡玉村町議会の広報特別委員会および埼玉県大里
郡寄居町議会の広報広聴特別委員会へ視察研修を行いました。

議会だより先進地に学ぶ

岡山県町村議会正副委員長研修会 表紙の紹介

今後において
　両町の取り組みを視察し、浮き彫りとなった美咲町議会だよりの課題に対して今後委員会で協議を
重ね、わかりやすく読んでもらえる議会だよりはもちろんのこと、議会活動の充実にもつなげたい。

　9月11日、柵原中学校運動会に伺いました。
生徒たちの頑張っている姿を拝見し、感動しま
した。　１０月１５日、岡山県市町村振興センターにおいて、

全国町村議会議長会  議事調査部参与  荒井幸弘氏
より「委員会の運営について」講義をいただきました。

⃝早期発行への工夫
　「たまむら議会だより」は、平成29年度コン
クールでは第7位となる優良賞に入選している。
　発行は原則として定例会月の翌月第3月曜日
であり、早期発行に向けた努力と工夫がうかが
えた。

群馬県玉村町

⃝多彩な広聴企画
　寄居町議会だよりは、平成29年度議会広報
全国コンクールでは279の広報の中、最優秀賞を
獲得している。議会だよりの名称「お元気ですか、
寄居町議会です」の呼びかけから始まる誌面は、
多彩な広聴企画により町民が参加する町民の
ための議会だよりを前面に押し出している。

埼玉県寄居町

～委員会の権限と運営～
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「
７
月
豪
雨
に

よ
り
被
災
さ
れ

ま
し
た
皆
様
に

心
か
ら
の
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
一
日
も
早
い
復
興
を
お

祈
り
し
ま
す
」。

　
こ
の
言
葉
か
ら
始
ま
っ
た
９

月
定
例
議
会
で
は
、
一
般
質

問
に
よ
る
災
害
発
生
時
に
お

け
る
対
応
の
検
証
、
特
別
委

員
会
に
よ
る
29
年
度
決
算
認

定
な
ど
に
対
す
る
議
論
を
中

心
に
活
発
な
論
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
会
広
報
委
員
会
で
は
、

こ
の
内
容
を
で
き
る
だ
け
分

か
り
や
す
く
皆
様
に
お
伝
え

す
る
た
め
に
、
一
部
誌
面
を

刷
新
し
た
議
会
だ
よ
り
を
お

届
け
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
一
歩
一
歩
進
化
し

て
い
く
議
会
だ
よ
り
に
ご
期

待
下
さ
い
。

（
松
田
記
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
左
居
　
喜
次

副
委
員
長
　
藤
井
　
智
江

山
田
　
雄
二

松
島
　
幸
一

松
田
　
英
二

金
谷
　
髙
子

町民の皆さんこんにちは
サークル紹介
第30回

リズ
ムにあわ

せて♪

　旭地域で３年程度活動しています。今は２人な
ので生徒が増えることも嬉しいですが、継続して
くれることを一番の目標として活動しています。

●いつ頃から活動していますか●

　上手に踊れて、お客さんから大きな拍手がも
らえた時。

●楽しいことは何ですか●
　津山市でも教室をしています。イベントなど
でジョイントコンサートをやって皆さんに見
ていただきたい。多くの子どもさんの参加を
待っています。

●どんな活動をしていますか●

　11月４日旭の文化祭に参加。
　タップダンスの練習を月2回程度行っています。
・練習日：平日夜、土日昼のうち月2回程度
・場　所：三休公園民話館

●これからの活動は●
　西本若葉さん　5年生　活動を始めて半年。
「覚えたら楽しいし、達成感がある」
　金井英里香さん　5年生　活動を始めて１年半。
「面白いし難しい所が決まると楽しい」

●メンバー構成は●

　子育て支援の一環としてタップダンスの発表
の場をつくってください。

●議会に一言お願いします●

　子どもの数が少なくなってきたので、何か楽しい
企画ができないかということで始めた。最初は男の
子が１人教室に来て、旭のキャンドルナイトのステー
ジで踊った。それを見た大勢の同級生たちがタップ
ダンス体験に来てくれ、それが今につながっている。

●活動を始めたきっかけは●

オ
キ
ナ
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
教
室楽しいステップを

まち全体に広めてください。




